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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

夏祭りに関して、神輿を担ぎたいという意見が出たため、作成を行う。屋根の色塗りから始ま

り、周りのデザインは子どもたち自身で描いて色を塗れるように準備をする。園内でも初めて

の作成で、子どもたちと試行錯誤しながら作り上げていくことを目的とする。

・6月末　神輿全体のデザインイメージを決める。

・7月　　神輿の屋根に色塗り、支え部分に金の折り紙を貼り付ける。

　　　　神輿の段ボールに模造紙を貼り、手形やクレヨンを使って描く。

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

・段ボール、模造紙、絵具を用意し、1つの部屋で広々行う。

〈準備物〉絵の具・折り紙・テープ・クレヨン・のり・ボンド・スタンプ台

美術
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４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・子どもたちとデザインを決めていったが、イメージが異なるものを組み合わせたことで、土台となる部分のデザインも違って

きていた。その状況で子どもとともに土台作りや組み立てを行うには時間が厳しく色塗りや貼り付け、絵付けと部分ごとに参加

してもらうことになったが、デザインを決める段階で組み立て方法を大人側が理解し、形を組み合わせたとしても作成できる

ベースづくりができると子どもがより参加し、作り上げていくことのできるものになったと感じた。

・色の出方の違いや丁寧に行うことなど子どもから自身で気付き共有する様子が見られ、自分の試した方法や実践を伝えあって

おり、ほかの活動の場面でも子ども同士での気付きや実践の共有をしていき、遊びが広がっていけるようにしたいと感じた。

・夏祭りの製作で、神輿を作成する。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

・屋根の色を塗るにあたり、重ね塗りした回数や場所によって色合いが違うことに気づき、子どもたち同士で声を

掛け合って、濃さを調整していく様子が見られた。夏祭りの中の大切なものとして自分たちで考え、時間がかかっ

ても丁寧に、隅々まで塗ろうと話し合って塗る個所を分担して進めていった。

・神輿のデザインを決める話し合いでは、園の名前やマーク、クラス名にちなみ海をモチーフにしたい、夏祭りだ

から夏らしさを出したい。どの子も参加できるようにしたい。とクレヨンで絵を描いていくだけでなく、スタンプ

台を使って土台に手形で海の生き物を表現していった。

・支え部分に折り紙を張り付ける作業では、平坦でないため、普段の折り紙への糊付けとは違うことに気づき、友

だちと協力して支え合ったり、角には多く紙を貼るようにしたり工夫していた。


